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先日、北海道警察から特殊詐欺の被害が急増しているとの発表があ

りました。前年同時期と比べて、件数・被害額ともにおよそ４倍に上って

います。ニュースなどで繰り返し報道されているにもかかわらず、なぜ同

じような被害が後を絶たないのか、不思議に思う方もいるかもしれませ

ん。今回は、特殊詐欺をはじめとした悪質商法に共通する「だまされる

仕組み」について、あらためて考えてみます。 

  

だまされる仕組みって、話が広いけ

ど、どのように考えればよいの？ 

それは「消費者契約」にヒントがあ

るよ。もともと、消費者契約は、プ

ロの事業者と、一般消費者の間に

「情報の量と質」「交渉力」に格差

があることを前提にしているんだ。 

司法書士 安東 

だまされる理由、守る知恵 

  
それが昨今のデジタル技術に関す

ることになるとなおさらだよね。 

次に「交渉力」だけど、消費者が

事業者に対して「お菓子を半分の

量を半額にして」とか、「砂糖は

別のものにして」とか言っても、

交渉するのは難しいよね？ 

もっとわかりやすく教えて！   

まず「情報の量と質」について。たと

えばお菓子を１つ買うだけでも、消費

者にはどんな材料がどれだけ入ってい

るか、その材料がどういうものかまで

わからないことも多いよね。 

たしかに。材料名をなんとなく知

っていても実際には詳しくないも

のもあるし、本当にそれが入って

いるかまで確認することも難しい

かも。 

  

じゃあ買わなくてもいいよって言わ

れちゃうよね！ 

  

そう、つまり消費者と事業者は対等

ではなく、契約において重要な「情

報」や「交渉力」に差があるから、

消費者を守るための法律が整備され

ているんだよ。 

だから事業者には法律や条例でいろ

いろな規制があるんだね。 

  

そう。そして消費者は、そういった規

制があるから「きっとちゃんとしてい

るはずだ」と事業者の言うことをある

程度「信頼」して契約している。 
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今の社会は技術も高度で複雑だか

ら、消費者が自力で相手の言うこと

の真偽を見抜くのには限界があるよ

ね。 

なるほど、でもそれってかなり受け身

な姿勢なんだね。相手が詐欺や悪質業

者だったらひとたまりもないな。 

  

実はこれ、人の心理に原因があること

が行動経済学でわかっているんだ。 

一度お金を払ってしまうと、その後の

金額感覚が麻痺したり、「ここでやめ

たら今までのが無駄になる」と思って

やめられなくなる心理。それは投資や

ギャンブルでも「損切り」が難しいと

言われていて、特殊詐欺でもその心理

が利用されている。 

そのとおり。手口を知っておくのは被害

を防ぐ近道だけど、知らない手口に遭っ

たときに備えて、「だまされない力」や

「相談できる力」を持ってほしい。 

でも、お金のことって、なかなか相

談しにくいよね。 

  

やっぱり最初で気が付けるかどうか

が大事なんだね。 

  

「この金額なら支払える」と思うのも

被害の入口に立ってしまい危険だよ。 

一生懸命働いたり、受け継いだ大切

な資産をだまし取るのは、本当に許

せない。お金の被害だけじゃなく、

自尊心まで傷つけられる。 

詐欺グループや悪質業者は、人をだま

してお金を取ることばかりに知恵を使

っているから、手ごわいね。 

つまり、誰もがだまされる可能性があ

るということ？ 

  

それも詐欺の手口の一つ。「誰にも

相談しないで」とか「他の人に言っ

てはいけない」と言われて、相談で

きない状況に追い込まれるんだ。そ

んなときこそ要注意なんだよ。 

AI相談を活用したりして、もっと気

軽に相談できる仕組みが広がるといい

よね。 

  

  

「きりばたけ」の

バックナンバーは

ここで読めます 

次に「被害が大きくなる仕組み」だけ

ど、最初に少額を払ったあとにどんど

ん高額になっていくケースがあるよ

ね。「どうして途中で気が付かない

の？」と思われがちだけど、⤴ 

だまされたひとを責めたり、揶揄し

たりすることはダメ絶対。そうする

と相談しにくくなって、だます側が

得をする社会になってしまう。 

ルールを守らないだます側が得をして

は、ちゃんとルールを守っている事業

者も報われないし、若者がそういう価

値観で仕事を選ぶようになると怖い。

そういう意味でもだます側を許さない

姿勢が大事だね。 

  

情報が複雑になっている今の社会で

は、「誰もがだまされる可能性があ

る」ことを意識して警戒しつつ、き

ちんとした事業者を応援する「エシ

カル消費」ができるといいね。 

 


